
内容・項目 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１

①目的設定能力・企画力

クラス全体や自分の班の役割を理解し、

正しいテーマ設定と意義のある企画を行

うことができる

クラス全体と自分の班それぞ入れの正し

い役割を理解した実現可能なテーマが設

定されており、意義のある企画内容が示

されている。

自分の班の正しい役割を理解した実現可

能なテーマが設定されており、意義のあ

る企画内容が示されている。

実現可能なテーマが設定されており、意

義のある企画内容が示されている。

テーマがはっきりせず、意義のある企画

内容が示されていない。

②自主性・協調性

自主性と協調性を発揮し、班の一員とし

て自分の役割をきちんと遂行することが

できる

自分の意見を述べ、班員と協力しながら

班のやるべきことをきちんと遂行するこ

とができている。

自分の意見はあまり述べられないが、班

員と協力して班のやるべきことを遂行す

ることができている。

自分の意見を述べても班員と協力するこ

とが少なく、班のやるべきことの一部し

か遂行できていない。

自分の意見を述べることができず、班員

と協力することもできないため、やるべ

きことを遂行できていない。

③表現力・考える力

自分の考えを正しく表現するスキルを持

ち、クライアントにわかりやすく伝える

ことができる

自分の班の考えを正しく段取りよく表現

するスキルを持ち、クライアントにわか

りやすく伝えることができている。

自分の班の考えを正しく段取りよく表現

する努力をし、クライアント（さかもと

地区の住民代表）にわかりやすく伝える

よう工夫している。

自分の班の考えを整理して、クライアン

ト（さかもと地区の住民代表）にわかり

やすく伝えようとしている。

自分の班の考えを正しく表現することが

できず、クライアント（さかもと地区の

住民代表）にきちんと伝わっていない。

④撮影スキル

必要な映像が何かを把握しており、タイ

ミングよく、奥行きある構図で上手に撮

影することができる

班が担う全体から必要とされた映像と自

分の班が必要とした映像のそれぞれを把

握し、タイミングよく、奥行きある構図

で上手に撮影できている。

自分の班が担っている、全体として必要

な映像が何かを把握しており、タイミン

グよく、奥行きある構図で撮影できてい

る。

自分の班が必要とする映像が何かを把握

しており、タイミングを考え、奥行きあ

る構図を意識して撮影できている。

自分の班が担っている、全体として必要

な映像と自分の班が必要とする映像が何

かを把握しておらず、タイミングよく、

奥行きある構図で撮影できていない。

⑤編集スキル

明るさや色バランスなどを調整して見や

すくし、第３者にも分かり易い映像に編

集することができる

明るさや色バランスなどを全体を通して

見やすく調整し、第３者にも分かり易い

映像に編集することができている

カットごとに違和感のない明るさに調整

して見やすくし、第３者にも分かり易い

映像に編集することができている

ある程度カットごとに明るさや色を調整

し、第３者にも分かり易い映像に編集し

ようとしている

明るさや色バランスなどが調整できてお

らず、第３者にも分かり易い映像に編集

することができていない

⑥プレゼン力・コミュニケーション力

成果発表におけるプレゼンは聞き取りや

すく、目線や態度もよくてスライドも分

かり易く、質疑応答もしっかりできる

成果発表のプレゼンでは、声が大きくて

聞き取りやすく、目線や態度もよく、わ

かりやすいスライドで、質疑応答もしっ

かりできている

成果発表のプレゼンでは、声が大きく、

目線や態度にも気を配り、スライドに工

夫がなされ、質疑応答も十分できている

成果発表のプレゼンでは、聞き取りやす

い声を心がけ、スライドに誤字脱字がな

く、質疑応答も何とかできている

成果発表のプレゼンでは、声が小さくて

聞き取り難く、目線や態度もよくなく

て、スライドは分かり難く、質疑応答も

できていない

メディアデザインプロジェクト演習（科目全体のルーブリック）　3年後期、コース必修選択

到達目標：本授業はメディアデザインコースで積み重ねた学修の成果を総合的に用いることで、①目的設定能力・企画力、②自主性・協調性、③表現力・考える力、④撮影スキル、⑤編集スキル、⑥プレゼン

力・コミュニケーション力を身につけることである。具体的には、①クラス全体や自分の班の役割を理解し、正しいテーマ設定と意義のある企画を行うことができる、②自主性と協調性を発揮し、班の一員と

して自分の役割をきちんと遂行することができる、③自分の考えを正しく表現するスキルを持ち、クライアントにわかりやすく伝えることができる、④必要な映像が何かを把握しており、タイミングよく、奥

行きある構図で上手に撮影することができる、⑤明るさや色バランスなどを調整して見やすくし、第３者にも分かり易い映像に編集することができる、⑥成果発表におけるプレゼンは聞き取りやすく、目線や

態度もよくてスライドも分かり易く、質疑応答もしっかりできるという、これら5つができるようになることを目指すものである。


